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侶
日
(火
)
特
別
学
術
嬉
潰
会
「ガ
リ

レ
オ
・ガ
リ
レ
イ
に
つ
い
て
」
講
師イ

タ
リ
ア
国
立
博
物
朗
次
長
マ
リ
ア
・ル

イ
ザ
・ポ
ネ
皿
博
士
、
通
訳
京
大
教授

野
上
素
一、
午
後
二
時
から
三
時ま
で

文
学
部
第
七
講
護
整
で
。

19
日
(水
)
学
術
講
潰
会
コ
一原
子
分

子
解
儀
エネ
ル
ギ
ー」
講
師
カ
ナ
ダ
国

立
研
究
所
純
正
物
理
部
長
O
°国
曾
冨

昌
博
士
、
主
催
京
大
工
・理
学
部
、

午
後
二時
か
ら
四
時
ま
で
京
大
共
岡
講

議
整
で
。

20
日
(木
)
日
本
胃
英
会
奨
学
金
交
付

(一回
生
新
規
採
用
者
-
一般
奨
学
生

躍
爾
ア
研
究セ
ンタ
ー
設
置
計
圃

は
学
内
外
の疑
感
や
反
対
を
よ
そ
に

強
引
に
推
進
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
●
囎部
には
実
力
鵬
止
の
声
が
あ

壽

で奮
。
こ
の
計
腰

何
故
に
こう
も
閥
題
な
の
か
。

一)
計
圃
のも
つ
客
観
的
意
駄
-

総
衰
は
「アメ
リ
カ
の
手
先
に
な
る

研
究は
し
な
い」
「ヒ
モ
が
つ
け
ば

断
る
」
と
悔わ
れ
る
。
し
か
し
事
実

は
そ
れ程
単
純
な
論
理
で
は
群
究
で

き
な
い所
に問
題
が
あ
る
。
大
学
院

会
が
集め
た
賢
料
か
ら
い
え
る
こ
と

は
、
①
アメ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
研
究
、

教
育
の体
制
が
五
八
年
の
国
防
教
育

法
によ
っ
て再
編
強
化
さ
れ
、
特
に

後進
国
援
助
計
闘
の
下
に
「地
域
研

究
」
が
伝
統
的
社
会
の
「近
代
化
」

闘
非
共
産
的
開
発
の
た
め
の
各
地
域

個
有
の
多
面
的
な
諸
条
件
を
総
合
的

に
調
蚕
研
究
す
る
方
法
と
し
て
体
系

翼
南
ア
派
遭
計
圃が
伝
え
ら
れ
て
い

る
時
で
あ
る
。

2
)
学
術
研
究
とし
て妥
当
か
ー

こ
の
よ
う
に
微
妙
な
情
勢に
あ
る
東

爾
ア
潴閣
を
調
査
活
勤す
る
と
いう

な
ら
当
然
確
固
た
る
い
く
か
の阿
提

が
必
要
で
あ
る
。
計
圓
第
一次
案

(こ
れ
は
計
画
の
「憲
法
」だ
と
い

わ
れ
る
)
で
は
ア
メ
リ
カ
の
学
者

か
ら
提
案
や
庄
告
を
受
け
る
が現
地

大
学
と
は
「余
り
緊
密
すぎ
る
こと

の
な
い
協
力
関
係
が
望
ま
し
い」
・と

あ
る
。
岩
村教
授
に
よ
る
と
「現
地

の
大
学
は
政
治
意
識
が
強
い
のと
学

問
水
準
が
低
い
た
め
」
(説
明
会
)

だ
そ
う
で
ある
。
つま
り教
授
が
雍

じ
る
アメ
リ
カ的
研
究
理
念
か
ら
は

客受
で
き
な
い政
治
意
識
が
そ
こ
に

あ
り
そ
の
ア
メ
リ
カ
学
的
水
準
か

ら
低
い
とみ
な
し
て
いる
の
で
あ
っ

て
、
現
地大
学
を対
等
と
し
な
い
態

1
を
含
む
)
午
前
九
時
三
十
分
から
午

後
三
時
三
十
分
ま
で
厚
生
課
学
資
掛
で

22
日
(土
)
日
本
青
英
会
奨
掌金
出
願

期
限

出
願
資
格

四
十
醐年
三月
卒

粟
予
足
者
(医
学
部
学
生は
四十
三
年

三
月
)
出
願
取
扱
所
、
教
獲
部
学生
掛

■一
〇

認

「

…

▲

"
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四
六
万
ド
ル
で
入
年
計
画

十
月
に
草
案
最
終
決
定
か

稟
南ア
ジ
ァ
研
究
設
翫
準
備
委
員
会
(委
員
畏
奥
田
菓
農
学
部
畏
)
では
、
十
一日
の
委
員
会
で
、
設
置
計
画
の
草

案
を
提
出
し
、
検
討
を
は
じ
め
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
東
雨
ア
研
セ
ン
ター
は
八年
計
画
で
ビ
ル
マ、
マラ
ヤ
を
中
心

と
し
た
累
南
ア
ジ
ア
の
地
域
研
究
を
行
う
も
の
で
、
ブ
貯ー
ド
財
団
か
ら
の
約
四
十
六
万
ザ
(
一憶
六
千
五
百
幽全
-万

円
)
の
資
金
援
助
を
も
と
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
同研
究
セ
ンタ
ー
は
二
つの
部
門
に
わ
け
、
第
一部
門
は
社
会
科

学
系
第
二
部
門
を
自
然
科
学
系
と
す
る
が
、
今
回
の予
算的
裏
付
け
と
な
る
の
は
第
一墨
門
だ
け
と
な
って
お
り
、
第

ノ

一一部
門
は
と
う
ぶ
ん
設
置
さ
れ
な
い
も
よ
う
。
そ
の
ほ
か
に
、冒
理
委
員
会
を
設
け
て
運
営
に
あ
た
る
こ
と
に
な
って

い
る
。

定
戦
争
への
協
力
が
協
調
さ
れ
て
い

る
)
な
ど
を
疹
照
し
て
み
る
な
ら
、

こ
の
計
画
が
、
そ
の
教
育
計
画
、研

究
方
法
、
テ
ー
マ
な
ど
い
ずれ
も
ア

メ
リ
カ
研
究
シ
ス
テ
ム
の美
事
な
ひ

き
う
つ
し
で
あ
り
、
京
大
東
南
ア研

究
も
、
も
し
活
勤
を
開
始す
る
な
ら

ア
メ
リ
カ
大
学
と
の
有
機
的な
関
連

に
お
い
て
機
能
す
る
も
の
と判
断
せ

化
さ
れ
、
強
い
実
践
的
樗
格
と
政
治
.度
と
うか
が
え
る
。
本
岡
助
教
授
も

ざ
る
を
得
な
い
の
で
ある
。

こ
の
よ
う
な
計
画
が
学術
会
議
の

科
学
の
国
際
協
力
五
原
則
(平
和

的
、
世
界
的
協
力
、
自
主
、対
等
、

公
醐
)
の
い
ず
れ
に
も
反
し
こ
の

学
術
調
査
活勤
が
ア
ジ
ア
諸国
聞
に

お
け
る
学
術
文
化
の
交
流
を限
轡
す

る
こ
と
も
必
至
で
あ
る
。

三
、
大
学
の
自
治は
これ
で
い
い

か
1
穴
学
留
瑚
法
が
政
治問
題化
し

て
い
る
時
だ
け
に
外
部
資金
導
入
に

よ
る
自
治
破
壌
、
こ
の現
実
に
注
意

せ
ざ
る
を
得
な
い
、
私的
な
研
究
グ

ル
ー
プ
「東
南
ア研
究
会
」
(委
員

憂
平
沢
総
長
)
が
一切
の計
画
準
備

を
な
し
、
公
的
機
関
「計
画
準
備
委

員
会
」
(委
員
長
奥
田
農
学
部
長
)は

そ
れ
を
承
認す
るだ
け
の機
能
し
か

果
し
て
い
な
い
とみ
られ
る
。
準
備

委
は
各
教
授
会
で
「計
画
の準
備
を

始
め
る
」と
い
う
こ
と
で
選
出
さ
れ
、

委
員
長
も
研
究内
容
は
検
討
せ
ぬ
と

弐
っ
てお
られ
た
。
し
か
る
に
突
然

夏
休み
中
に準
備
委
は
開
か
れ
計
面

案
は
決
せ
られ
た
ので
あ
る
。
学
内

外
に疑
惑
が
あ
り
、
教
授
た
ち
も
個

入
的
には
反
対
論
を
も
ら
さ
れ
な
が

ら
、教
授
会
で
は
事
実
上
論
議
さ
れ

な
か
った
と
いわ
れ
る
。
単
な
る
付

属
研
究
所
で
な
く
、
全
学
部
を
包
ん

だ
ぼう
大
な
「地
域
研
究
研
究
所
」

を
っく
り
、
学
内
の
研
究
体
捌
で
、

大
巾
に
変
え
ら
れ
よ
う
と
い
う
の
に

的
意
昧
ず
け
を
与
λら
れ
て
い
る
こ

ビ
ル
マ
政
府
に
つ
い
て
「大
使
館
に

、
何
故
教
授
会
で
問
題
に
さ
れ
て
な

と
(特
に
同
セ
ン
タ
ー
が
緊
密
に
連

知ら
れ
る
と
ま
ず
いか
ら
し
ゃ
へ
ら

か
った
の
か
。
わ
れ
わ
れ
は
現
在
の

け
いす
る
コー
ネ
ル
大
学
に
は
国
防
れ
ると
困
る
」
と
公
、口さ
れ
た
り
、

大
学
自
治
の
棒
内
で
こ
れ
は
解
決
さ

敦
育
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
)
②
ア
先
の
「学
問
が
政
策
決
走
に
泰
仕
す

れ
る
べ
き
問
題
と考
え
、
再
三
全教

メ
リ
カ
の
対
日
文
化
政
策
が
「非
共

る
のは
当
然
」
と
い
った
猿
木
教
授

授
や
学
長
に
申
し入
れ
た
にも
抱
ら

雇
社
会
の
モ
デ
ル
を
広
範
に
拡
げ
る

の発
言
な
ど
か
ら
、
こ
の
研
究
グ
ル

ず
何
ら
呉
体
的
には
総
畏は
予
算
播

こ
と
に
目
本
は
有
利
」
(コ
ン
ロ
ン
r
ブ
のア
ジ
ア
観
は
、
現
在
ア
ジ
ア

に
サ
イ
ン
し
て
発送
さ
れ
た
と
い

報
告
59
年
)
と
の
判
断
の
下
に簸
近

諸
国
の
も
つ
強
烈
な
民
族
目
決
、
独

東
南
ア
ジ
ア
研究
に
全学
的
に
取

持
に
ラ
イ
シ
ャ
ワ
攻
勢
と
いわ
れ
る

立
、
中
立
への
志
向
と
相
容
れ
な
い

組
む
の
で
あれ
ば
、①
ま
ず
戦
前
京

各
大
学
への
活
発
な
資
金供
与
とな

も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
「ア
ジ
ア

大
の
策
洋
学
の
果し
た
役
割
を
今
一

うて
い
る
こ
と
、
③
計
團
の資
金
源

の
一員
と
し
て
」
の
日
本
科
学
省
の

度
反
省
し
た上
で
、
②現
在
東
南
ア

フ
ォー
ド
財
団は
、
少
く
とも
ア
ジ

自
覚
や
買
任
意
識
は
、
こ
れ
ら
の
計

ジ
ア
を
研究
せ
ね
はな
ら
澱
轍
義
を

ア
請
国
で
は
ス
パイ
、政
府転
覆
活

圃
欝
に
も
五
時
聞
余
に
及
ぷ
脱
明
会

明
ら
か
にし
、
③
いか
な
る
観
点
か

動
を
し
た
と
非難
され
(中
園
「人

に
も
つ
い
ぞ
う
か
が
い
知
る
こ
とは

らま
た
④
い
かな
る
力
法
、
ス
タ
ッ

民
日
報
」
ビ
ル
マ
「デ
イ
リ
・ロ

出
釆
な
か
った
の
で
あ
る
。

フ
、手
段
で
や
る
べ
き
か
を
全
学
的

ー
ド
」
イ
ン
ド
「ブ
リ
ッツ
」
各

本
計
岡
の
中
心
テ
ー
マ
「近
代

に論
議
を
尽
し
て從
にこ
そ
始
め
ら

誌
)
事
実
ビ
ル
マ政
府
か
ら
退
去
を

化
」
に
し
て
も
「日
本
は
丘
代
化
、
れ
る
へき
で
ある
。現
召
剛
際
嘱
張

命
肪ら
れ
、、
こ
の計
圃
も
「ア
メ

土
地
改
革
に
成
功
し
た
の
だ
か
ら
こ

の
一'
U'てあ
る
璽
用ア
諸
国
に
現

リ
カ
の
ア
ジ
ア優
略
に加
担
す
る
も

れ
ら
の
国
に
は
一助
と
な
}つ,
」
と
押
踊
梵
の
研
冗
を
す
る
と
いう
場

の
」
(
「北
東放
送
」
)
と
し
て
非

い
った
調
チ
で
、
日
本
の
ガ
代
化
.』
合
、科
㌔
.目とし
て
の
試
任
は
更
に

難
さ
れ
て
いる
と
いう
事
実
か
ら
、

対
す
る
批
批
判
検
討
も
な
く
、
アメ

き
びし
く
円
わ
れ
ね
ば
拭ら
な
い
と

こ
の計
画
が
研
究
者
の
艮
心
如
何
を

リ
カ
の
慣
図
す
る
近
代
化
"非
八
腔

ころ
に粧
た
さ
れ
て
いる
。
総
畑
が

問わ
ず
客
槻
的
に
は
ア
メ
リ
カ
の
対

化
の
岬
論
と
知
似
こ
そ
す
れ
、何
ら

現
疑
鵬
で
予
算
申
、翠
行
な
った
と

外
政策
の申
に
位
慨
ず
け
ら
れ
た

の
独
臼
輯
も
見
受
け
ら
れ
な
い。

いう
こ
と
は
何
と
し
て
も
拙
毘で
あ

櫛能
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
点
で
あ

な
お
、
閃
み
に
社
会
科
学
と合
衆

った
と
いわ
ね
ば
な
ら
な
い
。
戚
う

る
。し
か
も
時
あ
た
か
も
米
国
の
タ

闊
政
策
の
関
係
を
論
じた
研
究
浴

に
撤
回
し
、
計
画
を
申
止
し
て
全
学

イ
出
兵
、
最
近
の
ア
ジ
ア
陸
上
競
扱

寓
凶=
凶ぎ
"
髄
目げ
0
9
昌o軽
50q
的
討
論
に
ま
つ
へき
で
あ
る
。

犬
会
騒
動
通
産
省
の
「平
和
部
墜
の

"畳
o塁
矯
一8
ド
(こ
こに
は
限

(京
大
大
学
院
生
協
口
会
・中
話◎
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こ
の
案
に
対
し
て
委
員
の
な
か
か
ら

複
雑
す
ぎ
る
な
ど
の
声
が
で
て
お
り

各
学
部
教
授
会
に
持
ち
か
え
って
さ

ら
に
検
討
を
か
さ
ね
、
二
十
五
日
に

開
か
れ
る
準
備
委
員
会
で
再
度
討
論

す
る
こ
と
に
な
って
い
る
が
、
最
終

決
定
は
当
初
の
予
だ
よ
り
遅
れ
十
月

に
な
る
も
よ
う
。
な
お
、
フ
ォ
ー
ド

財
団
に
対
す
る
予
算
申
請
轡
は
す
で

に
発
送
ず
み
で
あ
る
。

一力
、
東
南
ア
研
の
設
嚴
を
反対
し
て

い
る
対
策
協
議
会
は
十
日
、
計
画
中
止

を
要
求
す
る
要
望
西
を
発
表
した
。
こ

の
な
か
で
一、
フ
ォ
ー
ド
財
団
へ
の
申

請
苗
の
即
時
徹
回
、
二
、
資
金
支
出予

算
爵
の
公
開
、
三
、
計
画
準
備
進
行
の

中
止
、
な
ど
を
強
く
要
求
、
また
日
本

学
術
会
議
の
発
表
し
た
科
学
の
国
際
協

力
に
つ
い
て
の
五原
則
に反
す
る
こ
と

を
再
度
強調
し
て
いる
。
これ
に
対
し

て
準
備委
員
会
と
し
て
は
、
す
で
に
決

定
し
た
以
上は
計画
の準
備
を
進
め
る

と
いう
態
度
を
確
し
て
いる
の
で
、
今

後
もな
お
波
乱
は
ま
硲
が
れ
な
い
よ
う

であ
る
。

東
南ア
研
対
策
協
議
会
は
、
十
四
日
今

後
の
方
針
を
検
討
し
た
結
果
、
十
八
日

午
後
三
時
か
ら
、
東
南
ア
研
セ
ン
タ
ー

設
置
に
抗
議
す
る
樂
会
を
開
く
こ
と
に

レ
兀
。
す
で
に
フ
ォー
ド
財
団
へ
援
助

資
金
の
申
請
欝
を
発
送
ず
み
で
、
学
内

で
も
教
授
会
で
最
終
的
な
審
議
に
入
っ

て
い
る
段
階
な
の
で
、
反
対
闘
争
も
早

急
に
取
組
む
必
要
が
あ
る
が
、
試
験
期

を
む
か
え
学
生
の
関
心
も
高
く
な
く
、

対
策
協
と
し
て
も
ク
ラ
ス
討義
など
を

通
じ
て
で
き
る
だ
け
盛
上
げ
て
いく
方

針
で
あ
る
。

理

教

官

協
議

会

で

疑

問
点

指
摘

十
一日
の
準
備委
員
会
か
の
各
学
部
教

授
会
に
提
案さ
れ
た
東
南
ア研
究
セ
ン

タ
ー
殺
立
に
対す
る
原
案
は
、
現
在
各

学
部
で検
討中
で
あ
る
が
、
理
学
部
で

は
十
三
日
開
かれ
た
協
議
会
(講
師
以

上
の
教
冨
で構
成
)
で
質
問
意
見
が

で

結
局
紬論
が
で
な
か
った
、
そ
の

た
め
、
助
手
会
の
参
加
を
求
め
て
、
同

セ
ンタ
ー
に
つ
い
て
の
公
聴
会
を
開
い

た
上
、再
度
臨
時
協
議
会
を
開
い
て
態

度
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
った
。

協
議
会
で
問
題
と
な
った
の
は
①
手

続
き
上
に
つ
い
て
②
い
ま
東
南
ア
ジ

ア
の
研
究
を
す
る
必
然性
が
な
い、

な
ど
の
点
で
、教
授
会
か
ら
こ
の
よ

.

う
な
疑
闘
点
がだ
さ
れた
こ
と
ほ
は

じ
め
て
で注
目さ
れて
いる
。

な
お
、
人文
科
研
で
は
、
ほ
ぼ
原
案
を

豪
躍し
て
いる
。

十
九
日
に
府
学
連
第

口
波

さ
き
に
予
足
さ
れ
て
い
た
二
十
日
の
駁
都
府
学
連
統
一行
動
日
は
十
九
日
にく
り
上
げ
られ
た
。
こ
の日
の
員
体
的
な

スケ
ジ
ュー
ル
は
ま
だ
決
尼
さ
れ
て
い
な
い
が
、
京
大
で
は
正
午
か
ら法
経
第
一教
至
で同
学
会
、
各
学
部
自
治
会
に

よ
る
京
大
学
生
集
会
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
同
志
社
大
学
ま
で
行
進
し
て
府
学
連
集
会
に
参
加す
る
予
定
。
な
お
府
掌

連
の
デ
モ
は
円
山
公
園
ま
で
に
な
る
見
込
み
だ
が
、
コ
ー
ス
は来
決
定
で
ある
。大
管
法
改
悪
反
対
闘
争
が
ヤ
マ
場
に

さ
し
か
った
現
在
、
こ
の
日
は
秋
の
闘
争
の
第
一拠
点
と
し
て
注
目さ
れ
て
いる
.

執
行
部
に
疲
労
の
色

新
学
期
に
入
っ
た
京
大
工
教

二
十
日
に
全
国
学
友
会
が

工
教
自
治
会
は
制
肢
改
善を
掲げ
て夏

休
み
前
、
授
業
ボ
イ
コ
ッ
ト
に入
り
強

力
な
運
勤
を
展
開
し
て
いた
が
、
申
聞

に
夏
休
み
が
入
った
せ
いか
、相
当
弱

体
化
し
て
い
る
。

九
月
十
三
日
、
昼休
み
に共
同
第
一教

呈
で
学
生
大
会
が開
か
れ
夏
休
み
中
の

運
勤
の
経
過報
告
、
会
計
報
告
、
執
行

部
の進
退
間
題
が
殖
表
さ
れ
た
。

こ
の日
の学
生
大
会
で
、
悶
題
と
な

った
の
は
執
行
部
の
梓
退
円明
で
あ
る

が
、
執
行
部
の
ほ
と
ん
ど
が
入
学
以
来

の
メ
ン
バ
ー
で
、
畏
期
の
運
動
に
疲
労

の
色
が
濃
く
、
こ
の
運
動
に
最
近
非
観

的
で
、
ま
た
豊
休
み
に
今
後
の
運
動
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
自
宅
あ
て
に

二
育
余
部
郵
送
さ
れ
た
が
、
回
収
が
六

十
九
部
と
意
外
に
悪
く
、
一般
学
生
の

関
心
が
低
く
く
な
っ
た
な
ど
、
の
蝉
由

で
声
明
が
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
し

か
し
今
大
会
で
は
今
後
の
事態
に
つ
い

て
討
論
し
た
り
、
参
加
者
が少
な
く
、

大
会
成
又
人
員
に達
せず
裁
決
す
る
に

満
た
ず
、
つ
ぎ
の
人
会
に進
退
問
題
は

も
ち
こさ
れた
。

経
過
報
告で
は
、
次
のよ
う
な
こ
と
が

元
表
され
た
。
七
月
中
旬
社
会
兄か
ら

全
岡
工教
の
笑
情
を
聞
き
た
いと
申
し

入れ
が
あ
り
、
各
校
代
表
が
束
暴に
集

ま
り
報
告
し
た
。
後
、
社
会
覚
は
衆
翫

清
田
君
も

起
訴
さ
る

さ
る
八月
二十
八
日
、
公
安
条
例
違
反

縛疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。
清
田
府
学
追
委

員
長は
、
九月
十
B
に
な
って
京
都
地

検
か
ら
起訴
さ
れ
た
。

起
訴瑚
由
に
よ
る
と
、
溜
田
君
は
、
さ

る
六月
十
五
日
の
府
学
連
主
催
の
"大

冒
法
改
患
反
対
σ
"憲
法
改
悪
反
対
σ

デ
モに
お
い
て
、
学
友
が
一人
五
条
署

に
連
行
さ
れ
た
さ
い
、
そ
の
釈
放
要
求

の
た
め
祇
園
石
段
下
か
ら
五
条
鍔
ま
で

の無
届
け
デ
モ
と
集
団
示
威
行
動
を
指

導
し
た
疑
い
に
よ
る
も
の
で
、
京
都
府

学
連
で
は
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
一速

の
公
安
条
例
違
反
に
よ
り
逮
捕
起
訴
さ

れ
た
学
友
救
済
の
た
め
に
被
告
団
の結

成
、
資
金
カ
ン
パ
網
の
確
立
、
公
安条

例
徹
底
闘
争
を
強
力
に
推
進し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

将
来

は

セ

ン
タ
ー
設
立

ア
財
団
資
金
で
語
学
教
育

京
大
ア
メ
リ
カ
研
究
セ
ン
タ
ー
が
中
心

に
な
って
検
討
し
て
い
た
語
学
研
修
実

験
計
画
は
、
七
日
開
か
れ
た
ア
メ
リ
カ

研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
で
貝
体
的

な
讃
幽
を
止式
に
決
走
レ
た
。
こ
の
研

修
実
験
計
圓
は
、
外
国
語
を
自
由
に
話

せ
る
よ
う
に
会
瀟
を
中
心
に
し
た
教
育

計
画で
、
従
釆
の
語
学
教
青
の
欠
点
を

是
正
し
ょう
と
い
う
も
の
。

今
度
決
足
し
た
計
画
内
容
に
よ
る
と

ア
ジ
ア
財
団
か
ら
の
援
助
貸
金
で
、

十
二
月
に
二
週
問
に
わ
た
っ
て
、
各

学
郎
大
掌
院
生
以
上
の
研
究
員
十
四

人
を
一ヵ
所
に
集
め
、
英
勘
の
会
鈷

を
み
っち
り
教
え
こ
む
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
これ
には
アメ
リ
刀か
ら

語
学
專
門
教
師
をま
ね
き
、
二週
聞

の
期
聞
中
は
、
会
話は
お
ろ
か
新

闘
、
雑
誌
な
ど
全
て
英
語
の
み
と
い

う
徹
底
ぷ
り
。
こ
の
予
算
約
四
百
万

円
は
全
て
ア
ジ
ア
財
団
の
援
助
。

こ
の
実
験
の
結
果
を
分
析
し
て
、
学
生

の
英
語
教
青
法
の
改
酋
に
利
用
す
る

が
、
将
来
は
、
踏
学
教
育
セ
ン
タ
;
を

毅
立
す
る
こ
と
も
予
定
し
て
い
る
9

と
り

あ
え
ず

応
急
修

理
を

北
食
の
増
改
築
閣
遍

さ
る
六
日
、
生
協
で
は
組
繊
部
会を
開

き
北
部
食
堂
増
改
築
問
題
に
関
し
て討

議
し
た
が
、
理
学
部
樹
内
総
合
整備
計

画
が
ま
だ
未確
冠
の
た
め
、
と
りあ
え

ず
便
所
、
休
憩
所
な
ど
岩
朽
化し
た
部

分
の
応
急
修
理
を
卿
学
部
側
に
要求
す

る
、
こ
と
を
決
め
た
。

北
部
食
宜
の
増
改
築
計
両
に関
し
て

は
今
年
以
来
大
学
側
と
の話
合
いが

続
け
られ
て
い
るが
、今
の
と
ころ

増
築す
る
か
、
内
部
の
一部
改
修
に

止
ま
る
か
、
ま
た貝
体
的
な
計
画
は

た
て
られ
な
い
段
階
にあ
る
。

文
教委
員
会
で文
柑
に工
教
に
つ
い
て

質
問
した
が
、何
ら
具
体
的
成
果
が
見

ら
れ
ず
、
た
だ
基礎
教
育
課
目
の
教
冒

を
各
校
二人
ず
つふ
や
す
と
い
う
こ
と

が
発
表
さ
れた
だ
け
。
な
お
社
会
党
は

秋
の文
教委
員
会
で
も
こ
の
問
題
を
取

り
上
げ
る
と
い
って
い
る
。
さ
ら
に
同
一

月
下
旬
には
粟
L
大
で
全
国
工
教
学
友

会
が
開
か
れ
、
承大
か
ら
は
執
行
部
の

紙
谷
君
(工
化
二
年
)
が
出
席
し
、
今

後
の
運
動
力
針
に
つ
い
て
討
論
さ
れ
各

校
と
も
帰
校
し
て
か
ら
、
自
校
の
体
制

を
固
め
、
秋
の
社
会
党
の
国
会
で
の
活

動
を
応
援
す
る
た
め
の
運
動
を
す
る
こ

と
が
申
し
合
わ
さ
れ
た
。
今
月
の
二
十

日
に
は
名
工
大
で
全
国
工
数
宇
友
会
が

開
か
れ
る
。

一

海
一外

柴
田光
蔵
(法
学
部
助

　

教
授
)
「ロー
マ大
学

出

　張

に
お
け
る
ロ;
マ法
の

研
究
のた
め
イ
タ
リ
ア
へ」
(37
・10

・30
-
38
・7
・
5
)
赤
松
映
明
(工

学部
助
教
授
)
「
趣
超
旨
趣
空
気
力
学

と
ガ
ン
タ
ン
添ル
及
び
プ
ラ
ズ
マ
、
ジ

ェ
ソト
風
澗
に
つ
いて
の
研
究
調
査
の

た
め
カ
ナ
ダ
へ」

(37
・11
・13
～
38

・11
・12
)

た
。
テ
ー
マも
近
く
決
ま
る
も
よ
う
●

文
化
部
の発
表
によ
る
と
、
十
一月

祭は
十
一月
二
十
二
、
三
、
四
、
五

日
の
四
日聞
と
し
、
二
十
一日
に
前

夜
祭
、
二十
五
日
に
は
新
た
に
後
夜

祭
を
行
なう
。

ト一タ

ら4日 間の予定

顯
大
学管
理
制
度
改
悪

に
つ
い
ては
、
大
方

の大
学
人
が
反
対
を

表
明
し
て
い
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
った

「現
行
制

11月 祭準備 ス

22日 わ

 

同
学
会
文
化
部
を
申
心
に
す
す
め
て
き

た
十
一
月
祭
の
日
時
が
こ
の
ほ
ど
決

定
、十
一月
祭
ニ
ュー
ス
、
準
備
委
員

会
の
発足
な
ど
具
体
的
な
活
動
に
入
っ

ロコロロロロしけけりのり　

学 園 評 論
lng●1肺●●1鴨1剛川■鯛

反
動
の
多
面
性
確
認
を

公
聴
会
・日
韓
交
渉
・
政
暴
法
の
慧
味

…
一…

憲
法
調
査
会
に
よ
る
公
聴
会
は
、
八

月
の
北
海
道
地
区
を
最
後
に
全
国
十
一

カ
所
に
わ
た
うて
行
な
う
て
き
た
地
万

公
聴
会
を
終
え
、
今
月
二
十
八
、
九
目

に
は
い
よ
い
よ
爽
鼠
に
お
い
て
中
央
公

聴
会
が
行
な
わ
れ
る
。

再
々
掴
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
改
撮

が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
にと
っ
て
、凝

終
的
に
凝
済
剛
"
囁
困海
外
世
出
を
め

ぎ
す
た
め
に
、
岡
内
に
お
い
て
、現
愈

法
下
の
国
民
留
識
の
分倣
惟
誉
打
ち
破

り
、
強
須
な
国
べ
轡
識
のも
と
に築
幻

す
る
た
め
の
留
国
工
義
的
な新
たな
仙

値
体
系
の
確
立
を
め
ざす
の
で
あ
る
い

じ
ょ
う
公
聴
会
の
体質
は
、単
に改
憲

の
是
非
を
国
民
に間
う
も
ので
は
決
し

で
な
く
、
あ
くま
で
政
冶的
焦
嶽
に
の

ぼ
ら
せ
る
以前
の段
階
で、
改
照
ム
ー

ド
を
全
国す
み
ず
み
に
ま
で
は
ら
ま
く

た
め
の
冠
仏攻
勢
の
場
と
し
て
と
ら
λ

ね
はな
ら
な
い。
中
央
公
聴
会
は
、
こ

れ
ま
で
の地
力
公
聴
会
の
成
果
を
総
伯

、決
疋
的な
も
の
と
し
、
さ
らに
、
早

急
に実
現
す
る
も
の
で
は
な
く
と
も
、

政
、旧的
焦
点
へ持
ち込
dた
め
の
一つ

の甑
妥
なス
テ
ソブ
と
な
る
も
の
で
あ

る
。

…
二
:・

と
こ
っで
、
現
実
に
か
け
て
き
て
い

る
ノ
ル
ン
コフ
ノ
ー
の
反
動
以
勢
は
単

に公
聴
会
を
利
用
し
て
の
'目仏
攻
勢
と

いう
一蜘
的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
て

は
な
ら
な
い
。
攻
努
は
吊
に
多
醐
性
を

持
って
い
る
こ
と
を
、
我
々
臼
身
も
鵠

に
碓
認
し
て
お
か
ね
ほな
ら
な
い
・

日
輯
会
譲
は
、
ブ
ル
ジ
ョァ
ジ
ー
が

海
外
薩
出
を
め
ざ
す
笑
質
的
な
内
谷
の

一
つで
あ
る
。
財
界
の
実
力
者
杉
道
助

を
曲
擶
代
表
と
し
て
以
来
、
す
で
に
六

回
の
予
備
折
衝
を
着
実
に
兎
ね
て
き

た
。
現
在
双
力
の
提
案
す
る
金
狼
に
は

か
な
り
の
差
が
あ
る
に
し
て
も
、
今
月

一日
の
大
野
自
民
党
副
総
裁
談
話
に
も

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
十
一月
に
は
政
治

折
衝
に
入
り
、
次
の
通
常
国
会
に
は
批

准
に
も
ち
込
み
た
い
と
り
つ
意
向
を持

って
い
る
。
こ
れ
は
、
現
仕
輯
国
で
抵

行
甲
の
五
ヵ
球
訓
闘
に
兄
台
っ
た援
助

を
行
な
お
つ
と
い
.つ
白
み
が
ある
か
ら

だ
。韓
国
は
、
巾
場
と
し
ごは
、た
し
か

に
他
の
果
用
ノ
シ
ン
讃
国
に
比
へ
て、

大
負
冷
が
く
り
込
む
に
は
狭
の
られ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
、
中
小

資
不
に
と
って
は
絶
好
の
市
場
と
い
え

る
。
現
む
、
大
貧
ム
階
級
の
困
際
競
争

激
化
に
よ
り
、
巾
小
資
本
へ
の
吐
迫は

強
ま
って
い
る
。
輯
国
進出
は
、
こ
う

し
た
中
小
箕
本
の
不
満
緩
和を
ねら
っ

た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
現
在
折
衝
を
行
な
っ
て
い

る
相
手
が
、
醤
論
機
関な
ど
を
徹
底
的

に
弾
比
し
、
お
よ
そ
民衆
の要
求
と
は

結
び
つ
い
た
も
の
でな
い箪
部
独
裁
政

権
で
あ
る
こ
と
に庄
目
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
形式
的
にし
ろ
、
や
が
て
民

政
移
醤
が
行な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

にも
か
かわ
ら
ず
、
早
急
に
政
治
折
衝

に持
ち
込
も
う
と
す
る
日
本
側
の
意
図

には
独
裁政
権
に
テ
コ入
れ
し
、
軍
部

と
の結
ひ
つき
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、緯
国
の
亦化
を
防
止
し
、
さ
ら
に

は
、
政
鰐
が
腹案
と
し
て
も
つ
タ
イ
を

加
え
た
三
国
の蹴
邪
同
盟
に
ま
で
発
展

し
ょ
う
と
いう
ね
ら
いが
含
ま
れ
て
い

よ
う
。
こ
の
同盟
が
、
アノ
ノ
の
盟
上

た
ら
ん
と
す
る
日
本独
占
にと
って
、

政
繭
酌
に
も
経
済
的
にも
心
要な
意駄

を
も
つ
こ
と
は
い
う
ま
で
もな
い
●

ー
三茗

一方
、こ
れ
ら
一連
の
反
動
的
な
動

き
に
対す
る
反
対
運
勤
への
弾
圧
強
化

も
周
到に
用
意
さ
れ
て
い
る
。
一日
に

開
か
れ
た
自
民
党
治
安
対
策
特
別
委
員

会
は
「政
暴
法
案
を
い
つ
ま
で
も
国
会

提
出
で
き
る
よ
う
幣
備
を
進
め
る
」
と

いう
力
針
を
決
定
し
た
。
池
田
首
相
を

は
じ
め
と
す
る
岡
寛
首
脳
部
も
こ
の
方

針
に
傾
い
て
お
り
、
次
の
通
常
国
会

で
、
日
輯
交
捗
の
進
行
状
況
と
そ
れ
へ

の
革
新
勢
力
の
反
対
運
勤
の
動
き
を
み

て
提
出
さ
れ
る
見
通
し
が
き
わ
め
て
っ

よ
い。
し
か
も
、
法
案
の
内
答
は
、
さ

き
の
通
晶
園
会
で
審
鹸
未
了
と
な
った

も
の
と
全
＼同
一内
器
の
も
の
を
、
今

度
は
で
き
れ
ば
議
員
堤
出
の
形
で
は
な

く
政
肩
撮
案
と
し
て
出
す
と
い
う
、
な

み
な
み
な
ら
ぬ
決
意
を
み
ピ
て
い
る
o

こ
の政
暴
㍑楽
の
骨
子
は
①
政
拍
的

緊
力行
為
を
行
な
った
団
体
の
規
制
②

ぎ
柑
9邸
、
悶
蒙
への
不
泓
健
人
を
政

治
暴
力
と
し
て
テ
ロ
と
同
様
に
扱
う
、

と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
が
最
初
に
出
て

き
た
昨
年
六
月
に
、
我
女
が
再
三
そ
の

反
勤
性
を
暴
鋸
し
た
こ
と
く
、
こ
の
法

案
は
、
あ
ら
ゆ
る
革
新
勢
力
の
政
治
的

行
動
に
対
し
て
徹
底
的
に
弾
比
を
か
け

抹
枚
し
去
る
だ
け
の
内
容
を
持
っ
、
反

動
的
治
女
維
持
法
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、

こ
れ
ま
で
に
も
、
各
感
法
公
聴
会
で見

ら
れ
た
よ
う
に
、
公
安
条
例
の
払大
解

釈
に
よ
る
激
烈
な
弾
比
に
よ
っ
て
"政

暴
依
甜
が
着
六
塞
質
化
し
て
い
る
と
い

う
事
爽
を
、
こ
こ
で
も
見
極
め
てお
く

必
盟
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
我
々
は
最
近
の政

府
目
民
兄
の
甥
き
を
とら
え
ても
、
反

動
双
83
の
多
凹
性
を
知
る
こ
とが
で
き

る
。
我
女
は
、
こ
の
こ
と
を
循
に確
認

し
つ
つ
た
た
か
う
姿
勢
を
竪
持し
て
い

か
ね
は
な
ら
な
い
。㌧

ニ
ュ
アン
ス
が
み
ら
れ
る
。

度
に
も
欠
陥
は
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
改

藷
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ

れ
わ
れ
の
側
か
ら
も
改
酋
の
具
体
的
プ

ラ
ン
を
対
置
し
な
け
れ
は
反
対
の
那
を

盛
り
上
げ
大
学
の
自
治
を
守
って
い
く

こ
と
は
で
き
な
い
」
云
々
▼
た
し
か
に

現
行
制
農
の
不
備
(例
え
ば
総
長
選

挙
概
)
は
存
右
す
る
し
、
こ
れ
に
対
し

て
学
内
の
声
を
盟
り
上
げ
て
ゆ
く
こ
と

自
体
は
儀
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
国
立
大
学
協
会
が
「わ
れ
わ
れ
目

身
独
国
で
改
革
案
を
出
そ
う
と
し
て
い

る
と
き
に
、
政
治
間
題
と
し
て
論
議
さ

れ
る
の
は
困
る
」
な
ど
と
い
っ
て
み
て

も
、
政
肘
文
部
省
の
感
図は
あ
く
ま
で

も
政
治
的
な
の
で
あ
る
▼
抽
象
的
な
大

学
の
自
治
論
議
も
鰻
ん
で
あ
る
。
い
か

に
も
、
こ
れ
ま
で
「大
学
の
自
治
」が

守
ら
れ
て
き
た
か
のよ
う
に
。だ
が
、

松
本
金
寿
東
北大
教援
は
「入
学
運
宮

上
の
工
添
ル
ギー
源
で
ある
財
政
画で

は
す
で
に
傭埋
し
つさ
れ
て
いる
以
上

実は
「これ
以
h
何
を
蟹
理
し
よ
う

と
いう
のが
」
と
いう
の
が
現
場
側
の

叫
び
…」
(日
本
,覗潜
新
聞
九
月
十
日

号
)
と
述
へて
い
る
▼
さ
ら
に
紙
け
て

「し
た
が
っ
て、
今
回
新
た
に
問
題
と

さ
れ
て
いる
管
埋
と
は
、
中
昧
の
点
か

ら
いう
と
人
事
極
への
†
渉
強
化
に
す

ぎ
な
い…
」
と
鋭
く
小質
を
つ
い
て
お

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
把
λ力
に
Mつ
た

}場
台
、
政
肘
の
し
か
け
て
き
た
政
、欄的

攻
撃
に
対
し
て
、
い
か
に
し
て
こ
れ
に

反
撃
ず
る
体
制
を
と
って
ゆ
く
の
か
が

論
謡
の
中
心に
な
ら
なけ
筋
ぱ
砿ら
な

いはずで蓉
。
そうした盟
墜

樋違

鰭

麟
醜

鍵
竺

ー
ス
に
は
ま
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い

刊u_

植
田敏
郎
著
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〇
円

干
40

ド
イ
ッ
語
会
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お
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「旅行
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各

場
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話
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鷺
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管
理
、
学
生
の
運
冨
は
当
然
で
あ
り
、一

留
理
・運
営
の
最
莇
貢
任は
学
生
、
教

授
よ
り
な
る
会
館
委
員
会
が
も
つ
へ
き

で
あ
る
。

一、
使
用
者
を
認
め
る
」
休
を
財
確
に

す
る
と
と
も
に
、
自
治
、
サ
ー
ク
ル
濡

動
に必
要
な
団
体
、
そ
の
他
お
恭
人
学

生と
関
係
の
あ
る
も
の
で
、
会
館
鯉員

会
によ
っ
て認
め
ら
れ
た
個
人
、
匠
休

を
付
加す
へき
で
ある

一、使
用
日
、時
間
が
不
調
当
て
あ
る

あ
る
し
、
こ
れら
目'体
的
弔
項
は
屍
疋

に
含
め
る
必
喫
は
な
い
.

後
の
餌
動は
、
以
上
の点
を
確
認
し

て
す
す
め
ら
れ
、
学生
大
会
で
規
運撤

回
を
要
求
し
た
が
、
規
足は
教
授
会
、

評
識
金
や
蓮
凹し
て
しま
った
。

そ
の
後
》
生
は
学
校
側
の
磁行
岡
鋸

の
動
さ
に
対
し
て
串
実
上
の
ポ
イ
コ
ソ

ト
を
決
両、
男
目
治
会
執
行
安
頻会

は
学
り
委
貞
鉱
(注
)
と
改
正
力
同
を

確
認
し
つ
つ
協
純
を
つ
づ
け
た
.
羽
ヰ

一月
三
十
日
の
字
生
大
会
で
は
、
甲
期

開
朗
を
㌢
伍
の
イ
ニ
シ
ア
で
か
ち
と
る

た
め
に
次
の
こ
と
を
基
小路
線
と
す
る

"建
誼
的
力
針
醒
を
確
甜
し
た
。

一、
改
配
父
渉
は
生
吻
を
も
頒
え
て
続

行
す
る
。

一、
規
足改
正
ま
で
、
規
定
等
一切
を

た
な
～げ
にし
て
、
教
授
会
、
学
生
自

泊
会、
§
協代
表
に
よ
る
会
館
運
営
委

民
会
が
使用
者
、
使
用
日
時
を
足
め
た

上
で
開
郎
する
。

「
」

学
生
代
表
と
学
生

こ

の

後

委
曇

鴇
議
は

r
L

急
速
に
進
嚥

「規
定
侮
検
耐
委
.貝
会
(学
生
と
教
授

一会
の
代
衣
に
よる
)
が
発星

臨時
運

醸

ふ
み
き
3
と
し
て
い
る
・

一

【き
、
正
式
代
我
とず
る
方
回を
と
る
必

要
が
あ
ろ
⊃
。

一、
維
持
。允
実
費
など
を
含
む
諸
雑

費
の
、
受
益
負
組
の
原則
は
、
お
茶
水

大
、
帯
南
大
な
ど
は
研究
費
から
あ
て

る
こ
と
で
、
直
接
掌
生
に
影鯉
は
与
え

て
い
な
い
も
の
の
、
こ
の
よ
.つ
な費
用

は
国
家
予
算
と
し
て
独
▽
に
盟
求
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
昭
和
三
十
六
年
肢
お
ゑ

大
の
研
究
費
な
ら
学
館
に
ま
わ
さ
れ
た

金
は
百
二
十
万
円
に
の
ぼ
って
い
る
。

一、
サ
ー
ク
ル
ボ
ソ
ク
ス
の
問
題
、
施

}設
面
の
非
塞
用
性
-
防
斉
装
溜
の
不
完

全
、
共
用
連
絡
室
は
、
少
し
も
ρ横
の

っな
が
り
紹
に
役
立
た
ぬ
こ
と
。

一、
文
部
省
の
螺
図
打
破
の
た
め
に
、

籍
謹
甥
難
融
セ

し
て
生ま
れ
た
全
圖
学
雌
問
題
協
議
会

を
一膚
発
展
さぜ
て
いく
必
要
が
あ
ろ

う
。(注
)
掌
生
委員
会
ー
学
生
弼
長
と
教

授
等
か
ら
な
り
掌
生
構導
を
じ
任
務
と

し
て
い
る
。

官
委
焦
会
セ設
置
し
臨蒔
開
鋸中
の運

官
機
園
と
沼
め
る
こ
とで
、
学
生
から

の
製
求
は
如
ん
ど
み
と
め
られ
半
年
に

わ黙
鶴
触
鰻
鐙

講
絡
融
鐸
輯
堅

会簗

欝

華

=

代
麦
か
りな
6
活
動
を
つ
づ
け
、
今
年

六月
には
、
現
在
の
臨
時
巡
営
状
態
を

ほと
ん
ど
冗
少
に
み
と
め
た
案
を
完
成

教授
会
も
通
過
し
、
秋
か
ら
正
式
な
開

今
後
に
残
る問
題
と
し
て

一
、
運
冨
安
以会
に
は
㌻
協
が
オ
ゾ
ザ

ー
バ
ー
と
し
て参
加
し
て
いる
が
、
会

餌
し
果
た
す
㌢
協
の役
割
を
考
え
た
と

藤縫 図1
ア

しお菱丞玄孟左嘗

　
A

i学 生 自 治 会1

1学生会館般立準備会1

i 5 曇 雛

 

唖
学

長

学
生
部
長

学
生
委
員
代表

敬
綬
会
代
表

学
生
課
長

執

行

部

支
化
サ
ー
ク
ル

体
育
サ
ー
〃
ル

学

部

(
9

公
募
に
よ
る
応
碁
看

ヘ
ル
ズ
セ
ン
タ
ー
妥
擬
会
代
表

生
摂
理
事
会
代
表

事撫 会

務 計 務

課 課 局

長長畏

:
・
文

部

省

の

「
設

置

要

項
」

と
う
え
力
から
は
、
必
然
的
に施
設
に

は
、
娯
楽
至
、
渓
話
堅
、集
会
蟻
な
ど

が
甲
心
で
あ
り
、
サ
ー
ク
ル
・ボ
ッ
ク

ス
が
認
め
り
れ
ず
、
ヘ
ソ
ド
・
コー
タ

ー
ノ
ス
ゾム
.㌢よ
ば
れ
る
、
サ
ーク
ル

共
用
、雑
緊
が
あ
り
「集
団
行
事
計國

に
指
導
、
助
h
を
与
え
る
)
課
外
活
助

係
事
務
琵
の
没
置
と
い
う
乙
と
に
な

る
。
そ
の
繊
に
生
励
が
逗
営
す
べ
き
亮

膀
が
、
四
千
人
対
優
に
圧
埋
レ
か
割
噛

て
ら
れ
な
い
瀬
、
保
健
・邸
生
馳
認
が

他
地没
に
ア
ン
バ
フ
ン
ス
な
ほ
ど
占
め

て
い
る
魚
な
ど
の
間
熔
が
み
ら
れ
る
。

=

一一二
一

課
外
活
動
干
渉
を
意
図

計
画
に
は
な
い
サ
ー
ク
ル
部
室

「国
粍
左
㌦
'4
{(蝕
,己叫
要
項
」

は
昭
和
三
十
四
年
三
月
に
又
椰省
か
ら

「試
案
」
と
し
て
発
ムさ
れた
が
、
現

実
に
は
、
こ
れ
に
填
い
た
賦
郎が
、
つ

く
ら
れ
、
北
入
ク
ラ
ー
ク
会
創
のよ

う
に
、
財
団
な
ど
の
術
付
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
た
会
餌
も
、
設
M
後
は
「試

案
」そ
の
ま
ま
の
形
で
管
員
・運
宮
が

行
な
わ
れ
て
いる
。

「
ま
た
文
部
省
発
行
の
「施
,
月
報
」

43
岩
〔凹
和
三十
六
年
十
ご
月
発
行
)

に
は
、
西
田
.人4
ワr術
局
ソ
生
課
長
の

一
"学
に
会
鋸
の
夢
μ
と
題
す
る
「要

項
」
の
庄
釈
・背景
囹
思
恵
を
述
へ
た

一文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ

で
そ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
「要
項
」

ノ

の問
題
点を
考
え
て
み
よ
う
。

理
念

・目
的

「駆
項
」
によ
る
と
⑱
字
生
柑
亙
、

苧
勺
・教
臓員
聞
の交
翫
の
場
②
教
遭

と
社
葺
艦
の
饗
成
を
助長
す
る
謝
外
教

ー
1

㈲

鶴
顯
翻

開
い
て、
「貿
易
・為
召
自
由
化
の
促

進
に
つ
いて
」
と
題
す
る
「統
一見
解

」な
る
も
の
を
発
表
し
た
が
、
そ
れ
に

よ
ると
「本
年
十
月
、
当
初
の
目
標
ど

お
り
の
九〇
%
の
自
崩
化
耶
を
遣
成
ず

る
た
め
、
《よ
り
い
っそ
う
の
努
力
を

傾
け
る
も
のと
し
、
V
自
由
化
に
つ
き

現
在
な
お検
肘
申
の
品
目
は
…
(極
力

V
こ
れ
を十
月
か
ら
肖
由
化
す
る
も
の

と
する
」
と
いう
。
「統
一兇
解
」
と

い
う
と
も
の
も
のし
いが
、
耀
嶺
が
印

を
付
し
た簡
所
か
らも
わ
か
る
よ
う

に
、
脚
密
に
「見解
」と
は
いえ
ぬ
あ

い
ま
い
な
表現
であ
る
。考
え
て
み
れ

ば
、
十
月
一日
に予
定さ
れて
い
る
目

由
化
の
、
具
体
的
品目
が
来
だ
に
決
ら

ず
、
「い
っそ
う
野
力
」し
て
いる
と

は
、
明
日
に
迎
った
園
際
試合
の選
手

を
あ
わ
て
て
「趣
力
」
かき
集
め
て
い

る
よ
う
な
喜
劇
と
も
悲
劇
と
も
つか
ぬ

事
態
で
あ
る
。

那
凝

隣
勾
釆
、
政
肘
が
閏瞭
酌

に
約
東
し
て
来
た
し
新
聞
でも
着

と々

準
備
が
巡
め
ら
れ
て
き
た
か
に報
ぜ
ら

れ
て
い
た
九
〇
%
糊
入
目
由
化
が
、土

幻
場
に
来
て
不
可
就
と
観
念
され
、
八

八
%
前
彼
に
と
ど
ま
る
見
通
し
が
、、、一

え
の
よ
う
な表
現
と
な
った
の
で
あ

る
。し
た
が
って
、
こ
の
あ
い
ま
い
な

衰現
には
園
際
附な
自
由
化
の
圧
力
と

国
内
の
生産
者
の
保
曜
要
求
の
圧
力
と

の
板
ばさ
み
とな
った
政
層
の
茜
し
い

立
場
が
鮫
徴
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。

　さら
に

沢

健

昧
す
る
の
であ
る
。
こ
う
し
た
問
題
を

と
り
あ
げ
るま
え
に、
ま
す
「目
朗
化

」
の
いき
さ
つ
につ
いて
ふ
り
か
え
っ

て
お
こ
う
。

　上
」
く

三
ー

由
化
は
、
広
い
慧
駄
ては
蟹
易
当
事
国

同
志
が
関
祝
を引
下
げ
る
こ
と
も
含
む

が
、
当
囲
の
画接
の対
象
は
、
貿
易
の

直
接
的
な
数
榊
制頗
にあ
る
。
こ
の
数

飛
制
限
は
、
大
低、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
目

化
の
た
め
のわ
く
組
み
を
規
疋
し
て
お

り
、
い
ま
問
題
の貿
易
数
樋
制
限
は
、

例
外
的
な
ば
あ
い
に
の
み認
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
取
の決
め

か
ら
し
て
、
今
や
日
小
は
、貿
易
の数

最
制
限
を
す
る
へ
き
例
外
的
な
ケー
ス

と
し
て
の
理
由
が
な
い
と
い
う
請
外国

の
攻
撃
の
矢
旧
に
V
た
さ
れ
てき
兀
の

で
あ
る
。
す
で
に
、
高
度
の
闘
由
化を

遼
成
し
て
き
た
欧
米
請
圏は
、
高
い成

罠
率
を
と
げ
て
き
た
目
小
を
召
望
召
輻

出
巾場
と
し
て
開
放
す
る
た
め
に
強
い

H
力
を
か
け
て
きた
。

も
と
も
と
、
自
由
・多
角
・無
差別

の
旗
印
を
か
か
げ
る
上
述
の
圏
際
機

構
は
、
第
二
次
大
戦
を
経
て
資
本
王
義

世
界
で
月
閨
駒
な
生
哩
力
を
請
っ
た
巨

八
条
国
移
行
延
期
が
狙

堀
り
下
げ
れ
ぱ
、
間

題
の
闘
内
的
な
側
面

は
、
姻
々
の
案

部

門
の
問
題
に
と
どま

ら
す
、
日
小繰
済
全

体
の
将
来
に
か
か
わ
っ
て
く
る
。
回

度
成
長
「所
得悟
増
」
と
いう
滑
板
を

か
か
げ
て
き
た
池
出
内閣
に
と
って

は
、
課
題
を
果
た
す
へ
き
条
件
の深
刻

な
幾
化
を
想
駄
す
る
。
す
で
に
、薮
年

来
の
し
ゃ二
顛
二
の
成
畑
が
各所
で
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
を
焦
み
、
な
か
ん
つく
国

際
収
又の
悪
化
か
ら
引
締
政
策
にふ
み

切
,た
潔

登

応
曝

収
詣

で現

わ
れ
山
し
た
矢
先
に
、
期
限
の
迫
っ
た

九
〇
%
国由
化
の
約
果
に
直
醐
せ
ね
ば

た
ら
な
か
った
。
ま
た
、
図罠
の
眼
か

ら
見
れ
ば
、
平
相
で
安
足
した
生
活
の

向
上
が
は
か
ら
れ
ね
は
な
ら
な
い
卿
台

蔦
た
いが
入き
く
一転
す
る
こ
と
を
慧

、し

自
由
化
率
に
苦
慮
す
る
政
府

一般
的
郎彫
話
綱
勘凛
齪
隔顕
饗
薩融
舩

て
い
る
も
の
は
、
如
何
な
る商
品
を
ど

り
当
て
る
為
替
冒
瑚
に
よ
っ
て
行港
わ

れ
だ
け
輸
出
し
輪
入
す
る
か
の
決
足
れ
て
いる
の
で
、
自
由
化
と
い
う
の

を
、
価
稲
上
の
競
翁
に
ま
か
す
こ
と
を
は
、
輸
入
の
た
惣

替
の
割
り
愚
て

慧
駄
す
る
。
こ
の
よ
う
な
目
田
蟹易
の

流
れ
に
f
渉
す
る
も
の
と
し
て
、
関
税

と
貿易
の
直
接
的
な
数
量
制
限
が
あ

る
。
ζの
う
ち
、
蔚
者
の
関
税
は
、
輸

入
品
の価
格
に
ハ
ン.プ
ィキ
ャソ
ゾ
を

負
わ
せ
る
わ
け
だ
。
価
格
競
箏
の
療
則

の・9
λに
立
った
十
渉
手
殴
で
あ
る

が
、
これ
に対
し
ご
、
後
者
の
数
敬
制

限は
直接
に
輔入
境
を
規
制
す
る
も
の

であ
る
。今
H
問
題
に
な
って
い
る
冒

をす
る
品
口
を
少
な
く
す
る
過
程
と
し

て
進行
す
る
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろで
、
第
二
次
大
戦
徴
の
資
.冷

∫
義
世
昇経
済
にお
いて
、
貿
易
と
為

稗
取
引
に
つ
いて
臼
由
・多
角
・無
麗

別
と
いう
原
則
を
か
か
げ
る
機
構
が

竹
ら
れ
、
貿易
面
で
は
関
税
。貿
易
に

か
ん
す
る
一般
協
犀
(ガ
ソト
)
為
暫

面
で
は
国
際通
貨
基金
(I
M
F
)
協

星
」い
う
二
つ
の協
冠
が
κ
嚢
め
自
由

大
独
山
貸
本∫
義
国
〆
メ
リ
カ
が
圭
導

し
て作
り
出
し
、
第
二
次
人
戦
後
の
世

界
経
済
の
埋
想
凶
で
あ
る
と
同
け
に
、

アメ
リ
ヵ
の
商
贔
・資
本
の
進
出
の
た

め
の門
戸
開
放
を
辿
る
武
器
で
あ
った

が
、
これ
に釣
し
て
戦
後
の
ド
ル
不
足

に
悩
む
ヨ
ー
ロ
ソ
バ諸
国
は
、
例
外
条

項
を
た
て
に
叢
制
限
に
誹え
て
ア
メ

リ
刀
の
雌
出
に
抵
仇し
た
。
と
こ
.("

五
〇
年
代
と
く
に
そ
の後
半
にな
る
と

ゴ
ー
Ψ
ソ
バ
の
ケ
則
力
の復
興
と
発
展

に
よ
,て
そ
の
闘
由化
が薩
行
し
た
。

一方
、
ブ
メ
リ
カは
相対
的
に優
位
度

を
失
い
、
も
は
や
海
外
で
の目
額
の戦

賂
活
胸
の
出
費
を
貿易
で
かせ
ぐ
こと

が
で
き
ず
国
際
収
支
の菌
嬉
に
直
面
サ

も
激
化
の
度
を
加
える
こ
とほ
既
だの

る
こ
と
に
な
り
、
「ド
ル防
衛
」
のス

事
異
で
あ
り
、
は
じ
め
の
「統
一
見解

ロー
ガ
ン
の
も
と
に
輸
田攻
勢
を
畷化

」
な
る
も
の
の
顧
際
的
な
含
意
は
、
表

し
て
来
た
。

現
と
は
む
し
ろ
逆
に
、
時
聞
を
か
ぜ
ぐ

こ
と
に
「極
力
」
努
力
し
て
い
る
と
、

こ
う
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ソ
バ
の
「攻雌

と
れ
な
いこ
と
は
な
い
。

鋤掛膿講
纒
砥諾
護
脚鷹醐瀞鐵

と
に
な
った
。
そ
の
}つ
の
ク
フイ
マ

にし
て、
最
後
に
、
細
か
い
点
で
あ
る

ソク
ス
は
昨
写
秋
の
I
M
F
「八
条
国

が
、現
41七
三%
と
か
、
十
月
か
ら
九

」
移
行
間
題
で
あ
った
。
つ
ま
り
、
日

O
%
と
か
いわ
れ
る
さ
い
の
自
由
化
融

本
は
、
い
わ
ゆ
る
十
四
条
国
、
す
な
わ

な
る
も
の
に
一寸
ふ
れ
て
お
ζ
う
。
こ

ち
、
国
際
収
支
h
の
理
由
で
為
糾
制
限

れは
五
九
年
の貿
易
笑
績
を
堪
準
と
し

の例
外
的
存
続
が
認
のら
れ
る
賦
で
あ

て
、
次
のよ
う
に
算
定
さ
れ
る
。
す
な

る
が
、
八
条
国
に
移
行
す
れ
ば
こ
う
し

わ
ち
、
六
一年
の自
由
化
率
と
は
、
六

た
理
由
と
手
段
に
よ
る
貿
易
の
数
臆
制

一年
に
自
由化
さ
れ
て
い
る
吊
目
の
五

限は
認
めら
れ
な
いこ
と
に
な
る
。
そ

九
年
に
お
ける
輪
入
額
を
、
五
九
年
の

総
輸
入
額
で
割
った
商
(百
分
比
)
で

のば
あ
い
、
な
お
輸

あ
る
。
こ
の計
算
方
諾
に
よ
る
こ
と
か

入
制
限
を
続
け
よ
う

ら
、
一寸
見
ると
欺
か
れ
易
い扇
態
が

と
す
れ
ば
、
ガ
ソ
ト

お
き
る
。
す
なわ
ち
、
五
九
年
に
お
い

二
十
五
条
の
ワ
ェー

て
自
由
化
さ
れ
て
いな
い商
品
の
輸
入

バー
条
項
(自
由
化

額
は
、
当
然
自
由
に輸
入
さ
れ
て
いた

鵜務
免
除
)
に
帥え

ぱ
あ
い
よ
り
も少
額
で
ある
。し
た
が

投
票園
の
三分
の
二

って
、
自
由
化
後
の
そ
の商
品
の輸
入

以
上
の同
想を
得
な

に
占
め
る
比
重
は
、
臼
由
化率
では
掃

けれ
は
な
ら
な
く

測
さ
れ
な
い
ほ
ど
大
き
く
な
る可
能性

な
る
。
こ
う
レ
た
背
境
に
立
った
政
肘

を
も
って
い
る
の
で
あ
る
。
こ
と
に
五

は
、
六
三
年
三
月
に予
足
され
て
いた

九
年
以
後
に
璽

そ
の
も
の
が
人き
く

九
〇
%
自
由
化
を
半
年
蘇
のあ
bて
今

な
った
商
晶
に
っ
い
て
は
し
か
り
で
、

年
十
月
一日
に
実
働
す
る
こ
と
を約
束

た
と
え
ば
乗
用
車
の
輸
入
は
五
九
年
で

し
、
そ
の
代
り
に
I
M
F
八
条
潤移
行

は
総
頒
の○
・二
%
程
展
で
あ
る
が
、

問
題
を
延
期
す
る
と
い
う
U因
の
東
を
そ
の後
の
}.旧要
の
陣
び
は
め
ざ
ま
し

と
った
の
で
あ
る
。

い
。更
用
車
の輸
人
目
由
化
は
、
臼
田

㈲

轟
か誌
酸
眈噂
解
瀟
働騒麓
魏

由
化
の
予
疋
日
が
旬
日
に
逼
り
伊
刀、

か
に
κ
で
あ
?
⊃。
政
狩
が
、
ん
○
ρ〃

I
M
F
八
粂
国
移
行
も
十
月
に
は
15
ひ

の
目
拶
に
}、
二%
の
と
こ
ろ
で
凸
慮

と
り
あ
げ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
饗
す

し
て
い
る
のは
、
他
の
問
題
商
品
に
つ

る
に
、
日
本
の
臼
由
化
路
線
は
す
で
に

い
て
も
多少
と
も
同
様
の
嘱
情
に
あ
る

与
え
ら
れ
て
お
り
、
悶
際
的
な
巾
場
分

か
ら
に
外
なる
ま
い。
(閲
西
学
院
大

割
競
争
が
日
本
の
国
内
市
場
の
舞
台
で

学
経
済
学
部教
授
・国
際
経
済
掌
)

育
活
動
の場
③
雌
生
、
福
祉
馳
殼
の
場

と
し
て会
鋸
を
教
駐
外
の
学
生
生
活
の

中
心
と
し大
学
に
お
け
る
学
缶
の
厚
生
・

・禰
導
を実
施
す
る
に
あ
る
と
し
て
い

る
。

＼

西
田
氏
に
よる
と
「字
'山会
鋸
の

夢
」
は
「戦
彼
十
狂間
の
字
虹
生酒
を

み
つ
め
て
き
た
、
にが
にが
し
い経
験

の
中
か
ら
に
じ
み
出
した
も
の
」
で
、

わ
が
国
の
学
重

で
目
y
つ
も
の
と

し
て
、
学
竺
規
動
と
自
殴
の
間
題
を
上

げ
て
いる
。

「全
掌
雌
に
し
ろ
目
治
会
に
し
ろ
、

組
織
のり
ー
ダ
ー
が
お
ぜ
ん
だ
て
し
て

多数
決
で
も
の
乙
と
を
捌
り
切
れ
ば
、

個人
は
羊
の
よ
う
に
柔
順
に
な
り
、
学

問を
す
る
人
間
に
ふ
さ
わ
し
い
黒
考
も

批判
も
停
止
し
た
か
の
よ
う
な
状
態
が

見
ら
れ
る」
の
は
、
日
傘の
学
生
の
主

理
的
粂
件
の不
健
㎏
さ
に
あ
り
、
自
殺

率
の
尚
い
こと
は
「病
気
や
貧
乏
そ
の

も
の
で
なく
、
本
人
目
身
の
心
の
病

い
」
で
あ
り、
そ
れ
は
「生
き
る
よ
ろ

こ
び
を
与
える
外
か
ら
の
協
力
が
欠
如

し
て
い
る
こ
とを
小し
て
い
る
.
」
と

し
、
学
生
会鋸
を、
他
人
と
の
話
し
あ

い
、
璽
荷
を分
ち
あ
え
る
友
人
関
係
、

す
ぐ
れ
た
人
と
の
師
弟
関
傑
を
助
長

「人
と
人
と
の
目し
山
で
目然
なふ
れ

あ
い
を
伸
ズち
す
る
こと
」
と
位
畷
づ

け
て
い
る
。

し
た
が
って
、
サ
ー
クル
活
動
は

「多
数
の
人
々
の
利用
で
き
る
輩聞
を

き
り
つ
め
(中
賂
)閉
鋲
的
な
血
縁
関

係
を
助
長
す
る
危
険
な
要
索が
み
ら
れ

る
」
の
で
、
サ
ーク
ル
・ボ
ソク
ス
の

取
り
入
れ
を
「要
易
に
友
協
す
る
っも

り
は
な
い
」
と
粘論
し
て
いる
。

次
に
同氏
は
、
会
餌
に
おけ
る
課
外

活
動
を
爪
視
し
て
、
「課
外活
動
では

(中
略
)
日
本
人
の
教
讃
の中
に
不
足

し
て
い
た
(中
略
)
政
治
的
教蚕
を
反

省
し
(中
略
)
政
治
に
対
し
て
自分
な

り
に
遭
任
あ
る
判
断
を
す
る
こ
と
ー
あ

一る
い
は
判
断
を
保
留
す
る
」
能
力を
ム

わ
せ
"病
照
的
σ
学
生
運
甥
が
「宗教

的
な
も
の
の
欠
乏
に
対
す
る
代
償作
用

で
あ
る
」
と
い
う
説
か
ら
、
「日
小人

の
教
義
の
中
に
欠
刻
し
て
い
る
(中
路
)

"宗
教
的
な
も
の
"
に
対
す
る
関
心
」

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
説
明
す
る
。

以
上
か
ら
文
部
省
の
会
餌
に
託
す
る

当
剛の
「夢
」
が
学
生
運
動
を
な
ズ
め

一る
こ
と
一つ
に
集
約
さ
れ
る
。

施

設

こ
のよ
,
翼
部
官
の
会
鋸
戸
《
の

管

理

・
運

営

会
鋸
の管
鯉
承
営
の
寅
任
省
で
あ
る

学
生
都長
の榊
限
は
大
き
く
、
部
下
の

課
外
活
甥係
の職
員
を
会
餌
に
袖駐
さ

せ
、
学生
団
体
の述
嘗
お
よ
び
そ
の
行

扇
計
画
に
っ
いて
指
導
と
助
訂
を
与
え

「会
餌
管
遡
規則
」
にも
と
つ
いて
学

生
・学
生
団体
を
拐導
し
蹴
曹
さ
せ
る

な
ど
、
す
べ
て
"
理念
紀
に
還
兀し
て

考
え
ら
れ
る
問
題
で
あ
ろう
。

学
生
の
会
館
速
れ
疹
川は
沌
視
し
て

い
る
と
い
う
が
、
叉
際は
、
学
生部
長

に
対
す
る
助
口機
関
で
あ
る
会鋸
巡
営

委
員
会
に
、
学
艮
の
任
命
す
る
教
撒員

と
字
生
と
い
う
形
て
し
か
認
め
ら
れ
て

ない
い
の
で
あ
る
。

経

理

食
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